




























らかのかたちで支 えられている'と感 じているこ と」 と定義 し、対人的支え(interpersonalsuppo並)、
内面的支えGn廿apersonalsuppo並)、宗教性 による支え(Iranspersonalsupport)などに分類 して
概観 した。対人的支 え とは、社会心理学でい うソーシャルサ ポー ト(socialsupport;嶋,1996a)
であ り、外 的世界の他者 との関係 における支 えである。内面的支え とは、特 に、その人が も?て
いる思考様式 、信念、人生観 などが相 当する。 これ らは、 われわれが現実 的次元 を しっか りと生
きてい くうえで必要 な支えであ ろう。また、宗教性 に よる支 えとは、自他 を超 えるもの とのつ な
が りを感 じることによる支 えで あ り、 これは、われわれが死 を前提 とした生 を、.あるいは 自らの
「異界」(小松,1993)q)をどう生 きるか を考 えてい くうえで重要になって くると思 われ る。
心理的支えについて考えてい くとき、それを"ど れ くらい感 じているか"と いう視点は重要 で
あるが、それを"ど れ くらい欲 しているか"と い う視点 も見逃す ことはで きないだ ろう。いわば、
心理的支えの欲求(needforpsychologicalsuppo宜)の研究 であ る。例 えば、社会心理学の ソーシ
ャルサポ ー ト研究 において も、近年、 この ような点が注 目 されてい る。周(1994,144頁)は、
サポー トを 「必 要 とす るサポー ト」 「知覚 されたサポー ト」「実行 されたサポー ト」の3つ の側面
か ら捉 える ことを提唱 してい る し、和 田(1989,35頁)は、「現在得 られるサ ポー トの程度が重
要なのではな く、必要 と感 じているサポー トが どれだけ得 られるかが重要である」 と述べている。
また、最近 では、「サポー トのs㏄㎞g」(川 原 ・平林,1995)や 「ソー シャル ・サポー ト志向性」
(嶋,1994,1996b)についての研究 もある。
心理 的支 え とその欲求 とはどの ような関連があ るのだろ うか。本研究 では、嶋(1994)の作成





考えられる。また、孤独感や個人志向性 ・社会志向性 との関連 もあわせて検討 したい。
2.方 法













か」 という質問で、「1.自分自身の問題 なのだから、できるだけ自力で解決する(逆転項 目)」
「2.他人に助言やア ドバイスを求めることには抵抗を感 じる(逆転項 目)」「3.ひとりで悩む
よりは誰かに相談する」「4.自分のことは自分自身がいちばんわかっているのだから、結局は
自分だけが頼りであると思う(逆転項目)」「5.知らないことわからないことはどんどん人に聞






個性や独 自性を尊重 しつつ自分自身の内的な基準 に従 った生き方への志向性(個 人志向性)
と、他者 との強調を大切にし社会規範に適応 した生 き方への志向性(社 会志向性)の2つ につい
て測定するもの。5件 法。
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3.結果
(1)心理的支え尺度(短 縮版)の 因子分析
「ぜんぜんそう思わない」から 「まったくそう思う」をそれぞれ1～5点 として得点化 した。


















「自分 もよくやってきたな」 と思 う。
・自分の生 きて きた人生をふ りかえってみ る
と 「これまで よくやってきた」 と思 う。
・私 は、 自分が現在 の位置(立 場)に いるこ
とを誇 りに思 う。
・苦 しいときで も、自分の可能性を信 じて頑
張 ることがで きる。
・自信をなくしているときで も、 「頑張れば
道 は開ける」 と思って、気 を取 り直すこと
がで きる。
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表1心 理的支え尺度(短縮版)の因子分析の結果(つ づき)
項目 因子1因 子2因 子3因 子4共 通性
・私の友人は、私が落ち込んでいるときに、




して くれた り、必要に応 じて適切なア ドバ
イスをくれた りす る。
(私には、親や友人 ・恋人の他 に、私が落ち








慰めた り励 ましたりして くれる。
・私の恋人は、必要 なときにお金や物 を援助

































注 因子分析(主 成分解、Varimax回転)を 行 った結果、4項 目(カ ッコ内の項 目)を
削除 し、最終的に4因 子19項目をもって尺度を構成 した。
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(2)心理的支え尺度の平均値 と標準偏差













表2心 理的支え尺度の平均値と標準偏差 表3各 尺度の平均値と標準偏差
性別 性別
尺度 全体 男性 女性
(N=75)(N=31)(N=44)
尺度 全体 男性 女性
(N冨75)(N=31)(N=44)
1内 面 的 支 え20.77
(6項目;α=.83)(4.83)






















尺 度 総 得 点58.1655.6859.91
(19項目;α=.89)(13.84>(15.47)(12.45)






個 人 志 向 性24.51
(7項目;α=.54)(4.55)






















注1.か っ こ内 の 数 値 は標 準 偏 差 を示 す 。
注2.α はCronbachのα係 数 を示 す 。
注3.有 意 水 準(t-test):***p〈,001
注4.「 皿恋 人 」 はN=35(男 性13人、 女性22人)。
注 ユ.か っ こ内 の 数 値 は標 準 偏 差 を示 す。
注2.α はCronbachのα係 数 を示 す 。
注3.有 意 水 準(t-test):*p<.05
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表4心 理的支え尺度の下位尺度間の相関
1 2 3 4
1.内 面 的 支 え







注1.N=75(「 恋 人 」 はN=35)
注2.有 意 水準:**p<.Oi
表5各 尺度間の相関
1 2 3 4
1.サ ポー ト志 向 性 一
2.LSO共 感'1生.26**一
3.LSO個 別 性 一.17-34**一
4.個 人 志 向 性 一 。20.43**.03-
5.社 会 志 向 性 。1356**一.2g*.36**
注1.N=75
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的な支えや友人父母にホる支えを感じていることが明らかになった。





かった。また、「皿.恋 人による支 え」 との問には、女性サンプルのみ有意な中程度の相関
(良57)がみられ、男性サンプルでは有意な相関はみいだされなかった。一方、個別性尺度では、
男女 とも有意な相関はみいだされなかった。






1.内 面 的 支 え















尺度総得点 ,09 .55**一.16 38**.41**
注1.N=75(「 恋 人 」 はN=35)







































































注1.男 性N=31;女 性Nコ 斜
(「皿.恋 人 」 は 男 性N=13、 女 性N=22)
注2.有 意 水 準:*p<.05;**p<.01
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4.考察
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AStudyofP$ychologicalSupPort:
InRelationtoSocialSupPortOrientation,Loneliness
andIndividual咀SocialOrientedness
Mas麟KUSH㎜
Toexamintherelationshipbetweenpsychologicalsupportwith(1)socialsupporto亘entation,(2)loneli-
ness(sympathy,individuality)and(3)individual-socialorientedness,questio㎜a孟reswereadministered
to75students(agef}om19to28).Thefactoranalysisonpsychologicalsupponextractedfburfactors:
intrapersonalsupport,supportffomfhendsorparents,suppoltfromboyfhendorgirlfhendandreli-
gioussupport.`Supportf士omfhendsorpar6nts,hadasignificantcone豆ationwiIhsocialsupport
orientation.AUspychologic歌lsupportscalegshowedsignificantrelationwithsympathyscalebutnot
withindividualityscale.Intrapersonalsupportwasrelatedtobothindividualandsocialorientedness.
Theseresultssuggesロhatintrapersonalsupportmaycoexistwiththeattitudetoappreciatehmeror
socialvalue.Theintrapersonalsupportwouldbeimportanttolivearealisdclifb.
